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スポーツによる悶政の車足突は司書Eか?

一起訴日 15年東京オリンピック招致1活動を事例として ー

古城 長著失 6工戸111大学)

1 はじめに

平成28年(却16年)第31問憂きFオリンピック大会の紹至宝lこ向けて、東京都は立{制官を表明したa この大会が東京総に決定すれば、アジア地区

では初めてとなる間関での2問自の倒織となるが、実はH蘇口15王手(J940年)9月に開催が決定していた東京オリンピックがあった.

本研究では.r幻の東京オリンピックJとZ料公1ているこの大会の開催が決定されたH係自 11年 0936年)当時の臼本を取り巻いていた従界情勢

と、I!I幾と思!.t>才1た東京次会招致を実現した人々の関係を過して、スポーツと図政の関係について明らかにすることを霞的とする.

2 近代オリンピックに至るH寺代背策

当時の日本は.明治28年 (1895年)のE1i榊k争で勝利したことにより、朝鮮半島から消閑の影響力を無力化すると‘台湾を領有し、明治.38年

(1905年)には‘日露戦争の勝利によって朝鮮半島を完全に占領した.

一方ヨーロッパにおいては、大IE3年 U914年)ドイツをはじめとした5カ留の中央障']'ltlJ:認と、イギリス・フランス・ロシアの三国協鴎を形成

していた連合閣との間で第一次世界大戦カ雪合まった.日本イタリア.アメリカも主主会額損1)に参戦し、連合邸旨1)の勝利に終わると、アジアと臼本問

内において藤幸ちからの発言霊力がますます強まヮでいった。

また、近代オリンピックの書1)3J:容であるクーベルタン男爵は‘当時の望号少年途が生きる希望を5たっているのではないか.と憂慮していたと怒われ

る。それは彼らが、幼f仏』

を経毒験実していたこと、またパりを包闘したプローfセン軍とパリの労働者並びにE自民主震の!l司で行われたパリ・コミューンの戦いで、敗戦のショ・ソクを

受け経済的図書持に陥っていたからマある.やカfて、イギリスのアスレティシズム思智(注})に繁華Fを受けたクーベルタン!/js私立1850年から行な

われていたウエンロックオリンピックに影響を受け、世界平和を綴って近代オリンピック(第一回明治29年1896年)を創立したと会われている.

3. 中央と地方そ総点〈パイプライン:e1i閣寺公裂と若槻耳目次郎

選富永 2年(1849年上京都で太政大臣になることの出来る公家の一つである徳大寺家の次男として生まれた公望は、明治天患の滋(Jt自手として

幼少期を送ると、早くから倒幕を志した.山陰軍事総督に任じられた後、明治4年<1871年λパリ・コミューンで綴然としていたパリの、ノルボ

ンヌ大学に綴学した。またパリの下宿で、後iこフランス首穏となるクレマンソーと続交を深め、議会政治を光iごして子高邸皆磁の生活改ま専を目指しな

がらお織の婚強を図るとした念必主義に影響を受けた。一時様国後、再びドイツとオーストリアの大使を務め、帰E国1総立iBa友会をま立3J:し内閣を組織

したが.明治天E量の鱗御iこ{辛い.議寺院首名のできるJi.:元考のひとりとなり、以後政界において長く影響力を発嫁した。

明治39年 (1的6年)1丹、第一次商閣寺内閣の時に大蔵次-gであった若槻筏次郎l式首在留寺の精子;1役察lこ!笥ffし.耳羽目が主主〈絢;iにn溺する危
険性を'L画記する西脇寺の姿に感化を受けると、大蔵次官を辞任し、勅選議員として経太郎(西閣寺公望と交代で総媛大臣を三度務め経摩郡寺代を1見出

した)の愈霊堂した立憲同士会に入党した。その後‘大蔵大陸、内務大臣を務め、大正 15年 (]926年)第一次結納均閥、罰百草自5年(j930年)ロン

ドン軍総会縫では首席全緩として条約を締結し、 ssf06年 (]931年)築士次若槻内閣を級耳語した.毛主槻は今日でも平和三主義者として知られている

が、こうして、中央と地方を絡ぷ人脈のパイプラインができあがる.

4. -gと民の結び隠:'13'搬副豊次郎と熔清一

慶応2年<1866年)2月5B.動綴県松江市級事宮町に下級潟書士の次男として生まれたまま織と、慶応3年 U867年)7月413に島被爆松江市雑賀

町に下級海士の次努として生まれた浮潟ーは、血のつながりはfよいが近い綴戚であった。

やがて松江中学佼を卒業し‘車が学補助金を得た浮1宵ーか孫8京大学予弱者門に合絡すると、一年後れて、若械も司法省法徐学校入学を果たした.入学

後の俸は英人ストレンジの教えを受け、ポートi塁手として第一割ボートレースのチャンピオンとなり洛絡したa 宅~t現は第一再高等学校を縫て務国大学

仏法第十を主主席卒業したが、在学中iまボート苦sの選手として浮遂と!可じレースに参加したりした。また卒業後は‘学士競訴事 (OBレース)に他の卒業

生i童と参加している。

事鈴鹿カヰ也の大学生と問じように宮殿lこ付いたのに対して、 F告は00際弁獲土として活Z産するi墨を選んだが、棄ま働うf政治家になるiこしたがって、桝ま

財界とのつながりをt駒てf子った.明治42年 (1909年)‘駐日フランス大使ゼラールカ吸納治五郎こE搬オリンピァク委員への紋仔を求めたとき、

すでに岸は、 illH宇による海外渡航の合間iこいくつかのオリンピックを後察していた.すなわち‘明治37年 (1904年〉第3aJセシトルイスオリン

ピック(アメリカに明治41年 U908年)には第4関口ンドンオリンピック{イギリス)を後察し、正主将買t政雪!H主としてロンドンとパリに駐在し

ていた若械とも会っていた。

近代オリンピックは.言高4邸ロンドンオリンピック大会から‘初めてE盟slj参力問草食河主られたa だが、家繍潟大による経費削械のため参加闘が少

なくなることを懸念したクーベルタン努E料、念4重lこ列強制中r.，入りを果たしていた日本へ参加裁青をしたのではないか。ぞう仮定ずれはクレマ
ンソーから前総獲の商関寺公獲をi透して、手乞k郎総理と大蔵事務次官の幸吉槻崩豊次郎にi麗当な人選の照会があり、事軍部の愈向を慮った政府が、非公式
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の様車曜として燥を派滋した、というつながりが見えてくるa

5.スポーツと政治の絡ぴ13:ボート人脈と嘉納治五郎

E長時築総治五重sは海外で有名な82主人の1人であったと5君、われるが、それは、明治22年 U889i手)当時、 I!'l:fこ嘉納の弟子途がフランスで柔滋

の機離をfすってし、たからである.またドイツでは、大使の街盟関与寺公怒とも続交を若葉め、フランスではリヨン大学に留学していた徳謙次郎{災浴学の

父・島根県松江市出身松江縁日正の次努として生まれ築家外主主話番大学出席出身後法学博士.東京大学紛費、現波紋大学の校長などを廃任、浮遊と閉じ

ポートレースに出場しさ学生クJ(r-のコックスを務めている}ともE話会したと恕われる.霧車内まボートを若宮いだ経験もあり、費悼の第五調高等学校殿寺

代iこはボート創iを廃するなどあまり轡解を示していなかったが.講道館を財閥法人化するにさ当たっては.成2震を法学博士の梅謙次郎の釈こより尖減

し、法人の滋司区には幸吉械も就任している.

明治23年<1890年)には、監事E習のためにスエス涜!I可を緩てインド採に向かう船上で、ロシアの泌蕊二t1きとの統合において、紹守主をt空L河Hまし

た燃ご絡手力司蚤裁をしないように織を引いた態度カH量全土瀞ヲで潮寄らしいjと綾瀬戸f関によって広〈関内にf主められた、というヱピソードもある.

これは、明治33年(I奴狗俗、新渡戸総量が蓄した rBUSHIDO:THE SOUL OF JAPANJ.こより世界中に武士滋ブームカ泡

こっていた、ということとも然関係ではないと怒われる.

6. 嘉納と近代日本スポーツ .. 大日本体育協会の役立

激主宰を緩てアジア初のIOC委員となった嘉納l本明治45年<1910年)に持母カ寸1る言語5fi霊ストックホルムオリンピック大会出場に向けて、 8

2ド代表を決定しオリンピック大会に出場する炎絡を認定する緩織作りに取り控トかったが、東京帝殴大学、皐若宮a大学、慶応大学などからの賛成を受
け、大日本体育協会の事務所を東京市小石川区大塚袋町の東京高等飾総学校内こ緩き、そのーっとしてオリシビック委員会をつくった。

また、役立当時の総長遣は学校関係者カ惨かったために.<f::.婆緩撃をは有志の鰍ず匂擦った.それらを挙運資長と呼乙えその数は24名にのぼった力士

多くはスポーツ界と財界人であった.

その内訳i立、会長の嘉納をはじめ、 E宣E器等公室夏、渋沢栄一〈日本資本主義のお、務総小弥太(三菱財閥 41~El総露出)、古?可成之劾(叡好財閥 3f~

B当主3や淳首時一(日本滞緩i議会手iJJf役会長、大臼本体育協会第二代会長.二人8のIOC委員、協会の赤字般向をたびたび助けた、現在も活動中の

出墾学生会を創立し松江出身の多くカ宅会長となった)平沼亮三(日本市民スポーツの父‘ボート経験者)添m翼手一(箆本興業鎖す初備制妙)
王宮之織次郎(燦の!潟撃事で策双大学の鈎級生ボート選手、日本興業銀行第二代総書it)などの早々たるメンパーであった.

しかし、協会は慢性的な財政鰍こ綴っており、嘉納たちがストックホルムオリンピックlこtfj~している悶にZ加えフィッリピン体育協会理事であ

るヱルウッド、 S，ブラウン〈アメリカYMCA)の強硬な婆絡による上海。マニラ・日本三国による f極東オリンピック大会j関機の重要識に応え

ることカ官邸紺よかった， またそれ以降}ふ織内に器脅さ上がってきた海外大会(オリンピック・綴東大会)への派遼守閣の潟大や協会の滋手滋量壁新去

などの体策改畿を求めた役急識の高まりに対取するために.脅森県でgi霊知事をしていた武a千代三郎(俸と問じ第一回ボートレース優勝者クJ(r-，
駅伝の命名苦言で山梨・秋al言連続湾、 a本で始めて持者かれた段上競技大会の優勝者)を衆耳誌の縁関海家協会(イギリスに習い寄付でjjiJ司船の建造を
行った協会)の線織委員に章配線させてから大日本体育i't.会長に迎え、被上関係者との貌然を解消しようとしたと考えられる@

しかし.薬事内と主主E自の荷績は滋び立たず、霊taは任期を残して大正 114芋Cl922年)大阪高等商築学校に去って行った.また、当初俸をi'J会主義
に後豊富しようとしたカえ緩東大会問麹の解決を図るために‘大工E6年 U917年}短液体育協会の鎖妓望書奥主主と湯治長lこ錐裏書さ才1.8本で始めて開

録された第三1EI緩東選手本絞殺党大会において、日本を初めての総合優勝に導いたのであった.

7噌 声事務ーとオリンピック

明治45若手 U912俗、明治夫畿の崩御iこ続いて大lE3年(1914年)祭殿が亡くなると、遺書患をしのんた溜良から失姿を祭る将理士の建設を求め

る声カヰ高まっていき‘大工E4年(1915!F)，明治神宮宮の建設カちを奇襲された.その際、議納f台五郎の縫警で明治神宮外苑競銭湯の建設が決定され.

大iE12年(I923年)Iこ起きた関東大震災のためにー吾寺中断したが.大工E13年 U925王手)、ストックホルムオリンピックのスタジアムを綴して一

間401日m1万59"人収容のスタンドと5万人を収容できる芝生F告を設けた競技場カ決成した.また.スポーツiこ対する隠民の関心もオリンピック大

会でメダ)1-;1)徐々に5釦与されるようになってきたことでさらに凝まってきた.このことを受けて‘大iE13年Cl924鎖、内務官撃の主催で第一留明

治神宮撒後大会カfボート紛主をはじめとした15種目て芳子われ内務大阪の幸吉掛物訴をi忍べたが、この大封建査の凶反体育大会の成立に影響まを与

えている.

また、大iE10年 (}921年}に愛護なる{財嘉の改革重要求そ受けると、嘉納が名後会主義lこ銃後したことに{辛い.大臼本体育協会会主主iコ莞任した俸

は、選手を事|察して.大工E13年(1924年〉第8図パリオリンピックに参加した.しかし、オリンピyクを機会に関かれる国際後上競後連盟に、

大自本体育協会以外の日本人の軽量上競技図体が樹虫でIJDllIlしようとした問題カ寝室こったため毛もと体協理司区で8本大使童書の参司陣営を務める杉村割島太

郎傷銀験出身後策都民第一日高等学校の途中から紫紺洋の途中までボート選手〉らの協力を得て， ~盟際線上費量後遠鏡会祭ジークフリード・ヱ

ドストローム{後策4代IOC委員会会長)Iこ事情を鋭明し.支援を得むこのことにより側識の銃総力惚められ以後長い吉正憶を鰍量まで保つ

ことカf出来たと後寄書される.
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11m日2年には.イ本青に爽赦したとしてフランスからオフィシェー・ド，レジエンドノ-)1-笈を綬与された。また舜II立、 811手uai手(J928年}第告

白アムステルダムオリンピックにボート選手を始めとした選手を号|準して参加して以降、たびたびボート関係者に策主主オリンピック大会のt漆立につ

いて綴るようになっていった.盟問OG年 (HJ31柄、第二大事録掬勾閣誕生後の紛判事変勃発をへて、 1111平日71手Cl932ff:) ~転1O@]ロスアンジェ)~

スオリンピ、ノク大会に選手間を引率して乗船した船には、1il復ともフィリッピンやインドなどの選手間と各[誌の大会陶芸者も含まれていた@

またその際i立、東京オリンピック大会指数のためのロビー活動として、 8J'l3日のタ実1)からカルフォルニアのアンパサダーホテル4降雪で‘俸が主

催した娩祭会でIOC委員会総会に東京iliが立4熟暮したことを東京市の市会議員とともに報告したのであった.なお、当日の目免皇室会iこ参加したメン

バーは鶏納委員をはじめ‘策京オリンピック決定に紫を投じることが出来るエドストローム等.各箆IIOC~1itとその婦人も多く含まれており、総

勢5O'I't以上にのぼる媛大なものであった.

また、線透F寺の船にも、日本を経闘してl滞留する JOC委員やさを国の選手も同乗していたので、ぞれらのde害事カ涼rrllmこt毒殺されると、閣内のオリ

ンピyク総E立は燃はi察まっていった.そして.メダルを多数獲得したことにより、ヲミ祭lJI!f下iご対するご進織で.期立アメリカにおけるB本人への排

斥祭儀などの状況やオリンピ /'7ti'.l致の可能性についても~~売の湾総性か濃いことを給している.

8. 7(!皇家とポート

明治維新後の新政府は海軍の充実を闘っていたので、海兵のIiIII織のためにもカ yター書l隙はよく行なっていた.明治lG年には、機関111で始めて

ボートレースに責主甑けてカッター続走を行ない、明治天皇も1T撃し賞金を出すなどしていたa

又たびたびポートレースlこ足を遼ひ凍双大学や学留院のボートレースも天覧したりしたが4!fに大lE天5震は、学生のボートレースをモーターボー

トに情1乗して綴覚することを好んだ。それらの行禁には東京大学でボートを読書いでいた4林華助羽生大倹、 2宮中御用係)w口鋭之助(島綴県総11市

出身、後学習榔完長、後宮中i1i罪鴨ウなどがたびたびお供を勤めた.さらに、鉄父'ßll~Tと溺li:宮殿下;ふことにボート競技を愛好し、イギリス裂

のシングルスカルを燐入して，浜離宮のIl!lや絡協11Iの尾久コースなどでボートを溜がれた.そして双筏でも、ボートレースには紋父'8杯として'I't毒iJ

を残している.

9. テロリズムとスポーツ政策「冬の持イ¥;jの到来

i!!i~題等ら平和主義者の協力を得てロンドン議総条約を締結させた第 27 代総澄大駁浜口正産業1;1:.自浜口 5 年 (}930 華料、過;票総守議官請t震強派に東京釈

で1霊i誌を銃撃されE重症岳災った@また昭和6年Cl931;1手)1月には.倒鰭・井上日Bの灼檎!¥'従量十磁が喜書見したが，このまト宮習で綴約にあげられて

いたのは‘i!!iU提寺や符棟、井上主事之劾などであったe さらに3月事件では、軍人の即a宮Eと政治家の一部が力日怨して1万人主完全襲のクーデターを計測し

た。ぞれから、満州事草野移牒すると、 4月iこは税制t第二次内閣を組員罰したが‘ 10)守にも陵箪の過激派均等専びクーデターを企てた.これらは料さ

に!坊がれたれ 110017年 (1932年)には、大日本体育協会の初代媛賛貿でもあった井上(政治書むと三井財泌総裁問琢験う泌総おこより11音殺され

5Jれこは5・15毒事件均等書発し第2古代総湾大使大養毅角哲綜覧された.

B露戦争の勝利で習臣告書のb盤強を羨む戸衝が関内に高まっていったことも筒景にして、路事il7年 (]932年)10丹、東京市ぷ会はE義紀26以}年をZι念

して第 12@]オリンピック納長Eを議決している。そのこともあり、さらに当均の新開記事から停の発奮を号1ft脅して、主事は東京オリンピック級王立に対

してt締約で、 D{j~D 5 塁手 Ü930 年}言語 14{~東京市祭になった永田秀次郎が綾炎に東京大会招致を苦言い出したようにとらえる向きもある。

ただ、燥が発奮したのは‘まさにこのような状況下でのことであり、会場建設等iこ膨大な資金と鉄材を必援とするオリンピック招致などは‘貫主後

主量殺が正請ければ軽々 に発震できなかったのではないかと皇まわれる.意書日撃で選ばれ1こ東京市長永!D秀次郎が、第三高高等学郡新t、髭者雪/締で行われた第

一主主3':C露中学校競潟大会ではすでにボート界では高名であった俸や杉本憾などを係長室として繍佼しており‘続く東京市長中村是公が、策京大学事剰に

10年間もポート選手として滋E還して，，たことからするとも東京市議会の出義カえボート界=俸の意向‘災1撃であろうことは、 2事E事;こ推察される.

けす1ども‘昭和8年(]933年).俸は智激な機曹、の発作であっけなく死んでしまう.絡カf死亡したのは第7悶明神宮続技大会の綴中であったため、

その葬儀はスポーツ事撃の状況を議した。予寄山斎場の入り口は2∞以上の帯量でt理め尽くされ、各関係紛主主E体の代表が会旗を熔真に参列した。妥tA

関係、政財界も含めると参列者iま2f-人以上にものぼったa

その後、東笈才1)ンピ。ノク招致i立、嘉納や杉村らの努力によって‘ようやく決定をえた.

ただ、 OO!事透'M1事務局次長を務め、 IOC委員となった杉村陽太郎が惜しまれつつ馬主役し‘東京オリンピック大会開催決定を知らせる機関途中の

氷)1 1丸虫色上で嘉納カ匂E亡すると、もはや篠宮1;を抑えてオリンピックの開催を後進すべくも無く .1まからずも戦況の懇化lこより、 B~足立オリンピyク

際11躍を繰返することになってしまった.

1 0 おわりに

勝首 39 若手 (1制王将来Jil:オリンピックの持善後カ滋づいた哲月初日、 F事の童詩~Q獄事事it1J\重量綴探11'で行われたが、ロスアンジエルスオリンピッ

クから大会に開コっていた主賓のJOC会主義アペリー・ブランデージはも時の東京都知事がかつて東方次学でボート選手であった瑚駄郎(医学博

之 JOC委員‘第六代13本体育協会会長)であるにもかかわらず、 f東*オリンピック lま浮の{意業であるJ と樹~したのであった6 このことl式

戦紛の日本におけるE窓際的なスポーツ政策が、家主草した1個人のロビー活動のよiこ立総していたことを{粉コせる。
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けれども‘生新i.料電t京大{吏就任を聖書議されていることを溺らしていたことからすると.こ胡寺{1;に語学!こ鞠Eでスポーツをi国してI自った駿tf;

な人目院を持つE抹大使が市E生していたら、いかに縦き遂とはいえ、その後叫守{七に文付る影響詩f;J:j;なからぬものがあったであろう.

ここに我々のさおくところがあるが、昭如15年幻の積京オリンピyクと呼ばれた大会の初動車重M{!以IJした中で、俸の果たした役1!iJJは.さらに今

後叫械を待たなけれ4まならないe

注1 アスレティシズム恕J惣

19 t邸宅のイギリスでジェントルマンとしての立ち際娠る然いを習得するために、パブリックスクールやオ‘ノクス7ォード・ケンブリッジ大学等で

行われ此室長底的スポーツであるク 1)ケソト・フ yトボ-)t".ローイングなどの鶏蛇還して理想的人絡形成を計ろうとした怒怨
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